
毎
年
七
月
十
六
日
の
夕
暮
、
大
文
字
の
送
り
火
は
銀
閣
寺
の
後
山
如
意
が
嶽
に
あ
り
。
昔
此
麓
に
浄
土
寺
と
い
ふ
天
台
の
伽
藍
あ
り
。
本
尊
阿

弥
陀
は
一
と
せ
回
禄
の
時
、
此
峯
に
飛
去
り
光
明
を
放
ち
給
ふ
。
こ
れ
を
慕
ふ
て
本
尊
を
元
の
地
へ
安
置
し
、
夫
よ
り
盂
蘭
盆
会
に
光
明
の
か

た
ち
を
作
り
、
火
を
と
も
し
け
る
。
其
後
弘
法
大
師
大
文
字
に
あ
ら
た
め
給
ふ
。
星
霜
累
り
て
文
字
の
跡
も
圧
し
な
ば
、
東
山
殿
相
国
寺
の
横

川
和
尚
に
命
ぜ
ら
れ
、
元
の
ご
と
く
作
ら
し
め
給
ふ
。
大
の
字
初
画
の
一
点
長
さ
九
十
二
間
あ
り
と
い
ふ
。
冬
の
日
雪
の
旦
も
此
文
字
跡
に
雪

つ
も
り
て
洛
陽
の
眺
と
な
る
。
こ
れ
を
雪
の
大
文
字
と
ぞ
い
ひ
侍
る
。


